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スラブ型枠をリースする時代
労務・資機材の大幅削減

フリースパンフォーム®

スラブ専用 スライド式鋼製型枠

21.09.1000

■本　社 TEL 011-832-8161 FAX 011-832-8164
〒062-0904　札幌市豊平区豊平4条8丁目2-16グレース1ビル 3Ｆ

■商材部 型枠事業所 TEL 011-590-1350 FAX 011-590-1351
〒063-0835　札幌市西区発寒15条12丁目1－30 1F

■商材部 白石営業所 TEL 011-892-4791 FAX 011-892-4759
〒003-0030　札幌市白石区流通センター6丁目2-1

伝統を継承しながら期待の未来へ

【FSF説明・施工動画へ】



■材質：亜鉛メッキ鋼板

■構造：スライド伸縮セパレート構造（可動域/500ｍｍ）

■規格：21種類

■重量：1.45㎏～29.22㎏
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FSF

3. 省力化・経済性

2. 環境・安全性

1. 施工性

FSF

特　徴 商品説明

■ スライドにより楽々スラブのスパン調整ができる

■作業の省力化を規格化した製品で簡便な施工性

■多能工でも短期間で施工習得可能

■のみ込み無く脱型・解体し出来形確認ができる

■仮設工業会システム承認の認定製品

■現場ごとの適合計算により安全確保

■脱型・解体時の騒音大幅軽減

■廃材の産廃処分費用の削減

■搬入・搬出車両台数の大幅削減

■ 3R（リデュース・リユース・リサイクル）環境性

■大引き支保工の材料費が最大66%削減

■根太鋼管使用ゼロ

■施工歩掛りが在来比の2倍以上で労務費削減

■材料削減と製品コンパクト化による省スペース化

■搬入・搬出運搬費の大幅削減

■スラブ加工費と返却後の整備作業費用の削減

■リース・転用で大幅原価削減

在来型枠の特徴
長さ調整＋転用性（　　） 鋼製型枠の特徴

強度＋材工の省力化（  　　）
フリースパンフォーム®

圧倒的な工数削減＝コスト削減＝工期短縮

在来合板型枠と鋼製型枠の良いとこ取りのハイブリッド

FSF製品サイズ

側面
形状

脚・エンドクローズ拡大
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商品強度が高いため大引支保工本数の大幅削減を実現します。
スラブ下の作業空間を確保し、作業性・安全性が向上します。
運搬/搬入・設置/解体/転用の施工負担を大幅軽減し
圧倒的コスト削減を図ります。

約66%支保工 削減

2F床

転用

転用

再転用

4F床 RF

3F床 5F床

2F床 4F床 RF床

3F床 5F床

2フロア分

在来同様、複数階建物の場合、2フロア分のFSFを納入し上階に転用使用します。
早期脱型工法に適応し、直上階への転用使用も可能です。

フリースパンフォーム搬入階

フリースパンフォーム搬入階

支保工（サポートなど）削減状況 転用方法

従来工法（合板型枠）との施工比較写真

FSF



FSF組合せ FSF敷き込み FSF寸法決め・ビス固定

FSF
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FSFデッキをトラック搬入
所定の位置へ吊り込み

大引材は梁側板間のセンターに
設置（1.5m以内）

両面テープ式インサート（下筋配筋後） コンクリート打設スラブ筋配筋

脱型・集積・転用 落とさず脱型 解体し集積

施工フロー 施工性／施工要領

計画

設計・計画作成 手順書作成補助 説明会開催

実施計画

施工割付図作成 KY活動＋着工前検討会＋納入打合

FSF 搬入 /準備施工

FSF現場搬入 現場施工指導  安全設備設置  支保工設置
本作業

現場施工指導  荷下ろし＋荷揚げ  施工範囲再チェック
その他

補強必要箇所確認  インサート墨出し・取付  
FSF 解体・転用

柱壁・梁側板解体  現場施工指導  FSF解体 
FSF 搬出 /検収準備

FSF搬出  FSF検収＋精算  整備

支保工点検
（コンクリート打設前）

コンクリート番
（コンクリート打設中）

解体：梱包ルール指示
転用：ケレン作業

（鉄筋荷揚げ場所等）

（敷込完了後）

（施工者・関連業者）

鉄筋/荷揚げ場所 下部の補強設置



FSF
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※割付図に基づき1枚毎に釘止め固定し
　順次敷き込みを進めていく
　FSFは両端部より中央に向かって
　敷き込む

※端部は型枠に釘打ちにて固定する
　＠450以内

建設現場から
リース会社へ返却

再び現場で使用
上階へ繰り返し使用 再び製品として活躍

整備・修理

耐用回数使用後
修復不可能な製品

仮設資材等
を扱う

リース会社へ
返却

ケレン

洗浄

補修

リデュース

リユース リサイクル

R educe ：廃材の抑制リデュース R euse ：再使用・繰り返し転用リユース

R ecycle ：再生利用リサイクル

スクラップへ

製鋼メーカーへ

R 

R R

転用・再使用品

敷込要領／端部からの敷き込み 環境性能

森林伐採による自然破壊をなくし、環境保全に向けて
「循環型社会」を形成した「3R型仮設資材」がFSFです。



FSF
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トラックへの積載時は、片荷になら
ないように注意して下さい。トラッ
クの荷台が傾いて、FSFが落下して
危険です。

梱包の開梱時は、荷崩れしないように
注意して下さい。開梱時にFSFが落
下する危険があります。

FSFの切断面に触れる時は、必ず皮
手袋を着用して下さい。切断面でケガ
をする危険があります。

雨天時にFSFの上に乗る時は、足元
に注意して下さい。足が滑り、落下す
る危険があります。

FSFのかかり代は梁側板に確実に載
せて下さい。横桟木に載せると落下の
危険があります。

FSFの端部に衝突しないように注意
して下さい。端部に衝突すると、ケガ
をする危険があります。

コンクリート打設時は、FSFに対して過荷重
とならないように注意して下さい。FSFが変
形し、落下して危険です。また、打設にはシュ
ートを使わず、ポンプ車を使用して下さい。

FSFの上に鉄筋等の重量物を集中し
て置かないで下さい。重量物を置くと
FSFが変形し、落下する危険がありま
す。均等及び支保工で養生して下さい。

FSFの上に多人数が乗らないように
注意して下さい。局所集中によりFSF
が変形し、落下する危険があります。

FSF底部には支保工を必ず設置して
下さい。支保工が無い場合、負荷時に
FSFが変形し、落下して危険です。

取扱注意事項

荷崩れ危険 荷崩れ注意切断口注意

足下注意 横・縦さん木危険かかり代注意

角口注意 過荷重危険資材仮置注意

局所集中注意 支保工危険

切断面

切
断
面

荷重

安全＋第一
チェックシートの確認

荷重荷重

FSFを置く横さん木の下に縦さん木が
入っているか確認して下さい。縦さん
木が入っていない場合、横さん木が回
転してFSFが落下して危険です。

横さん木

縦
さ
ん
木@600mm以下

FSF製品の曲がり、ねじれの矯正

敷き込み前の片付け、清掃

数量確認（検品）

型枠は正しく仕上がっているか（梁巾木・横桟木）

縦桟木は必要ピッチに仕上がっているか（ピッチ600mm以下）

工   事   名   称

建   設   場   所

構　造　・　規　模

コンクリートの厚さ

コンクリートの種類

梁（型枠）との接合方法

中間支保工の有無

普　　通、　 　軽 量 1 種、　　軽 量 2 種

釘止め

有  〔支柱間隔：@　　　　　　　mm以下〕　　　・　　   　無

FSFのかかり代は、梁型枠に正しくかかっているか

支保工の設置忘れはないか

通り不陸はないか

割付図通りに敷き込まれているか

端部は型枠上の横桟木に釘止めされているか

端部の脚と脚の間のスキマをスポンジパッキンで塞いでいるか

FSFの釘止めは適正に出来ているか

FSF相互の接合が適正に行われているか

敷き込み後の片付け、清掃

施工時作業荷重は、１４７０N/m2（１５０kg/m2：通常のポンプ工法）が施されているか

敷
き
込
み
前

床
ス
ラ
ブ
施
工
概
要

建
築
概
要

敷
き
込
み
時

敷
き
込
み
完
了
時

対象エリア 階 工区

調  査  日

調  査  者

FSF

FSF 安全チェックシート（施工管理者・自主検査用）
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・試験実施日  H28年3月3日、4日
・実施試験所  一般社団法人仮設工業会  東京試験所

強度試験の実施 強度試験結果

  No.1 No.2 No1・2平均  計算値 No.3 No.4 No3・4平均  計算値

試験体1  8.7 9.3 9.0 8 9.5 6.0 6.3 6.2 8 6.6

試験体2  8.6 9.1 8.9 8 9.5 6.0 6.4 6.2 8 6.6

試験体3 19KN 8.7 9.2 9.0 8 9.5 5.9 6.4 6.2 8 6.6

試験体4  8.7 9.2 9.0 8 9.5 6.0 6.4 6.2 8 6.6

試験体5  8.7 9.3 9.0 8 9.5 5.8 6.4 6.1 8 6.6

 (Pmax)KN NO.1 NO.2    NO.3 No.4

試験体6 34.90 27.3 26.9    31.9 31.0

試験体7 34.95 25.7 26.4    29.4 29.1

試験体8 35.35 27.2 27.0    29.9 30.9

試験項目 

試験体番号

 荷重 オス側（55×35） メス側（60×40）

試験項目 試験体番号 荷重 オス側（55×35） メス側（60×40）

等分布荷重による

たわみ試験

集中荷重による

曲げ試験

試
験
結
果

試験日

試験場所

証明書番号

平成28年3月3日～4日

一般社団法人仮設工業会 東京試験所

16042-0003

品質性能試験

最大荷重時 変位  mm

変位  mm

・試験実施日  H28年3月3日、4日
・実施試験所  一般社団法人仮設工業会  東京試験所

  ①等分布荷重試験

 ②集中荷重試験

鉄板（9mm）

万力固定
FB：85t×200×600（81kg）

ずれ防止プレート（9×50×250）

ロードセル（2ヶ所）

Ｈ鋼（100×100）600Ｌ Ｈ鋼（250×250）750Ｌ

台座290mm高さ（仮設工業会）Ｈ鋼（200×200）600Ｌ

高さ調整（9ｔ×100×250）

補強（9t×100幅）4ヶ所

補強（9t×50幅）4ヶ所

等分布試験概要図

センサー位置

159 3

50 1400 100 1400 50

7 11248 6 1012

75
0

8082
.5

3226

12 12

ゴム板（10mm）600Ｌ

鉄板（9mm）600Ｌ

ロードセル（2ヶ所）

ずれ防止プレート（9×50×250）

Ｈ鋼（200×200）600Ｌ

Ｈ鋼（100×100）600Ｌ

Ｈ鋼（250×250）750Ｌ

鉄板（9mm）

万力固定

架台（仮設工業会）

Ｈ鋼（150×150）600Ｌ

丸棒φ50

Ｈ鋼（250×250）仮設工業会

補強（9t×100幅）4ヶ所

補強（9t×50幅）4ヶ所

補強（9t×50幅）4ヶ所

集中荷重試験概要図

100

75
0

センサー位置

500 500 500 500 500 500

3000

82
.5 80

12381238

3476

1212

・等分布荷重試験写真

・集中荷重試験写真（製品曲げ・破断試験）



FSF

フリースパンフォーム®（FSF）スラブ厚別許容スパン表

■スライド式
□－35×55×1.0ピッチ200　プラス天板1.0㎜
（□－40×60×1.0）

■検定式

等分布荷量：Σw＝W1×スラブ厚＋W2＋W3

620

L
ℓℓ

600

200200

35（40）

（
60
）

55

200

断面二次モーメント（オス）
断面係数（オス）
断面二次モーメント（メス）
断面係数（メス）
鋼材のヤング係数
F値
許容応力度

I（mm4／m）
Z（mm3／m）
I（mm4／m）
Z（mm3／m）
E（N／mm2）
F（N／mm2）
fb（N／mm2）

σb

（N／mm2）
109
124
134
149
161

fb
（N／mm2）

163
163
163
163
163

Σw
（N／m2）
3760
4480
4960
5680
6280

Σw
（N／m2）
5230
5950
6430
7150
7750

2ℓ
（mm）
3000
3000
3000
3000
3000

S
（mm）
150
180
200
230
255

δ
（mm）
3.37
4.02
4.45
5.09
5.63

ℓ／180
（mm）
8.33
8.33
8.33
8.33
8.33

OK
OK
OK
OK
OK

OK
OK
OK
OK
OK

<
<
<
<
<

<
<
<
<
<

350,000
13,500
500,000
16,500
210,000
245
163

M＝wℓ2／8，σb＝M／Z＜fb

δ＝5wℓ4／384EI ＜ ℓ／180 δ＝5wℓ4／384EI ＜5 （mm）

83.33
166.67

295
197

曲げ応力度

断面性能・鋼材品質

許容応力度 たわみ

コラム部
（STKR400） 天板部（SGC400）

許容たわみ最大スパン可能スラブ厚

コラム部

曲げ応力度

たわみ

天板部

■コラム部 最大スパン時の可能スラブ厚 

■設計条件

曲げ応力度検討用
施工時鉛直荷重

たわみ検討用
施工時鉛直荷重

σb

（N／mm2）
134
159
161
162

fb
（N／mm2）

163
163
163
163

Σw
（N／m2）
4960
6160
7360
8080

Σw
（N／m2）
6430
7630
8830
9550

2ℓ
（mm）
3000
3000
2810
2710

S
（mm）
200
250
300
330

δ
（mm）
4.45
5.52
5.08
4.83

ℓ／180
（mm）
8.33
8.33
8.33
8.33

OK
OK
OK
OK

OK
OK
OK
OK

<
<
<
<

<
<
<
<

曲げ応力度 許容応力度 たわみ 許容たわみ可能スパンスラブ厚

■コラム部 スラブ厚別の可能スパン
曲げ応力度検討用
施工時鉛直荷重

たわみ検討用
施工時鉛直荷重

σb

（N／mm2）
107
131
156
180
195

fb
（N／mm2）

197
197
197
197
197

Σw
（N／m2）
3760
4960
6160
7360
8080

Σw
（N／m2）
5230
6430
7630
8830
9550

ℓ
（mm）
165
165
165
165
165

S
（mm）
150
200
250
300
330

δ
（mm）
2.07
2.74
3.40
4.06
4.46

（mm）
5.00
5.00
5.00
5.00
5.00

OK
OK
OK
OK
OK

OK
OK
OK
OK
OK

<
<
<
<
<

<
<
<
<
<

曲げ応力度 許容応力度 たわみ 許容たわみ標準スパン可能スラブ厚

■天板部 標準スパン（コラム間の内法）時の可能スラブ厚
曲げ応力度検討用
施工時鉛直荷重

たわみ検討用
施工時鉛直荷重

普通コンクリート
FSF自重
施工時作業荷重※
　　　　　　　　　 その他の凡例
デッキ板厚
内法スパン

w1(kN／m3)
w2(kN／m2)
w3(kN／m2)

t（mm）
ℓ（mm）

24
0.16
1.47

1
1500以下

荷重条件

構造検討は、コラム部・天板部に対して行います。
曲げ応力度・たわみの計算は、梁側板型枠と中間支保工との内法スパンに対し、単純梁を仮定して行います


